










要約:  前置胎盤は、妊娠経過中に突然大出血をおこすことがあり、母児ともに非常にリ

スクの高い疾患である。予告出血とよばれる少量の出血があらかじめ見られる症例は、正

期産の時期までに大出血をきたし早産となることが多かった。また、予告出血が見られな

い場合でも突然大出血をおこし早産となる場合があるため、事前に超音波スクリーニング

検査で胎盤の位置を確認しておくことの重要性が認識された。さらに、全前置胎盤や、帝

王切開の既往があり胎盤が子宮前壁付着の症例は大量出血に対処できる施設に母体搬送す

べきと考えられた。


